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３
月
15
日
、湯
前
保
育
園
で
第

11
回
卒
園
証
書
授
与
式
が
開
か
れ
、

卒
園
児
７
人
が
思
い
出
の
詰
ま
っ

た
園
舎
に
別
れ
を
告
げ
ま
し
た
。

　
緊
張
の
面
持
ち
で
入
場
し
て
き

た
卒
園
児
た
ち
。一
人
一
人
名
前

を
呼
ば
れ
る
と
大
き
な
声
で
返

事
し
ま
し
た
。家
族
か
ら
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
で
温
か
い
言
葉
や
励
ま
し

の
言
葉
が
流
れ
る
と
、卒
園
児
ら

の
顔
に
は
自
然
と
笑
顔
や
涙
が
。

東
理
絵
園
長
か
ら
卒
園
証
書
を
受

け
取
る
と
き
に
は
、大
き
な
声
で

「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」と
感

謝
の
気
も
ち
を
伝
え
ま
し
た
。卒

園
証
書
を
受
け
取
っ
た
卒
園
児
ら

は
保
護
者
の
前
に
進
み
、将
来
の

夢
を
発
表
。証
書
を
手
渡
し
、抱
き

合
っ
た
り
ハ
イ
タ
ッ
チ
で
喜
び
を

分
か
ち
合
い
ま
し
た
。

　

東
園
長
は「
一
人
一
人
違
う
色

を
持
っ
た
７
人
が
集
ま
る
と
七
色

の
虹
の
よ
う
に
周
り
を
元
気
に
し

て
く
れ
た
。こ
れ
か
ら
は
小
学
校

で
新
し
い
友
だ
ち
を
た
く
さ
ん

作
っ
て
、す
て
き
な
虹
を
描
い
て

ほ
し
い
」と
エ
ー
ル
を
送
り
ま
し

た
。長
谷
和
人
町
長
は「
大
き
く

湯
前
保
育
園  

第
11
回
卒
園
証
書
授
与
式

1_ 保育園での出来事を振り返りながら、元気よ

く歌う 2・5・7_ 元気な声で卒園証書を受け取

る 3_ 家族に将来の夢を伝える 4・6_ 笑顔でハイ

タッチしながら退場 8_ 会場にはランドセルを背

負った卒園児をイメージしたボードを展示

笑
顔
と
涙
に
あ
ふ
れ
て
卒
園

１

８

　

３
月
９
日
、湯
前
中
学
校
体
育

館
で
第
78
回
卒
業
証
書
授
与
式
が

開
か
れ
、卒
業
生
30
人
が
そ
れ
ぞ

れ
旅
立
ち
ま
し
た
。

　
卒
業
生
は
在
校
生
や
保
護
者
に

見
守
ら
れ
る
中
で
堂
々
と
入
場
。

酒
井
勇
一
校
長
か
ら
一
人
一
人
に

卒
業
証
書
が
手
渡
さ
れ
、笑
顔
で

受
け
取
り
ま
し
た
。卒
業
証
書
を

渡
し
終
え
た
酒
井
校
長
は「
皆
さ

ん
は
困
難
を
経
験
し
、み
ん
な
で

協
力
し
て
乗
り
越
え
て
き
た
世

代
。仲
間
を
思
い
や
り
、互
い
に
力

を
合
わ
せ
て
中
学
校
生
活
を
全
力

で
全ま

っ
とう

し
た
姿
は
、今
後
後
輩
た

ち
が
通
る
道
筋
を
は
っ
き
り
と
示

し
て
く
れ
た
。皆
さ
ん
に
は
予
測

困
難
な
時
代
で
も
、た
く
ま
し
く

柔
軟
に
乗
り
越
え
て
い
け
る
力
が

備
わ
っ
て
い
る
と
確
信
し
て
い

る
。自
信
を
持
っ
て
自
分
の
道
を

突
き
進
ん
で
ほ
し
い
」と
卒
業
生

を
送
り
出
し
ま
し
た
。

　
送
辞
で
は
在
校
生
代
表
の
藤
岡

祐ゆ
う
と将

さ
ん（
２
年
＝
上
里
３
）が

「
先
輩
た
ち
と
出
会
え
た
こ
と
に

感
謝
。と
て
も
仲
が
良
く
、団
結
力

が
あ
る
先
輩
た
ち
が
そ
れ
ぞ
れ
の

新
た
な
夢
と
希
望
を
持
っ
て

湯
前
中
学
校  

第
78
回
卒
業
証
書
授
与
式

1_ 拍手の中、入場 2_ 笑顔で卒業証書を受け取る 3・8_ 生徒や

教師が制作したボードで卒業生を祝う 4_ 涙をこらえながら

答辞を読み上げた吉田さん 5_ 別れを惜しみつつ笑顔で退場 

6_ 卒業生全員で涙の合唱 7_ 参加者全員で校歌斉唱

６

夢
へ
飛
び
立
つ
が
、小
学
校
か
ら

一
緒
の
仲
間
を
い
つ
ま
で
も
忘
れ

ず
、新
た
な
舞
台
で
も
自
分
ら
し

く
輝
き
続
け
て
ほ
し
い
」と
エ
ー

ル
を
送
り
ま
し
た
。

湯
中
生
の
誇
り
を
胸
に

　

卒
業
生
を
代
表
し
、吉
田
楽ら

ら々

さ
ん（
野
中
田
１
）は
「
湯
前
で

育
っ
た
私
た
ち
は
た
く
さ
ん
の
人

に
出
会
い
、支
え
て
も
ら
っ
た
。ま

た
中
学
の
３
年
間
で
は
先
輩
や

後
輩
に
も
支
え
ら
れ
た
。私
た
ち

は
別
々
の
道
を
歩
み
始
め
る
け
れ

ど
、ど
ん
な
困
難
が
待
っ
て
い
て

も
、湯
中
生
と
い
う
誇
り
を
胸
に

力
強
く
歩
ん
で
い
く
」と
３
年
間

を
振
り
返
っ
て
答
辞
。式
を
終
え

た
卒
業
生
は
在
校
生
か
ら
記
念
品

を
も
ら
っ
て
退
場
。３
年
間
の
中
学

校
生
活
に
幕
を
降
ろ
し
、９
年
間

の
義
務
教
育
が
終
了
し
ま
し
た
。

１２

５ ４

７

３

２

８

３４５

６７

成
長
し
た
姿
を
し
っ
か
り
と
見
る

こ
と
が
で
き
た
。４
月
か
ら
小
学

１
年
生
と
な
る
。立
派
に
な
っ
て
、

し
っ
か
り
と
話
を
聞
け
る
よ
う

に
な
っ
た
皆
さ
ん
は
、小
学
校
に

行
っ
て
も
活
躍
で
き
る
と
思
う
。

保
育
園
で
覚
え
た
こ
と
や
知
っ
た

こ
と
を
忘
れ
ず
に
、元
気
い
っ
ぱ

い
の
小
学
１
年
生
に
な
っ
て
ほ
し

い
」と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

保
育
園
の
思
い
出
を
写
真
や

歌
で
振
り
返
っ
た
卒
園
児
。最
後

は
家
族
や
お
世
話
に
な
っ
た
保
育

士
が
作
っ
た
花
道
を
通
り
、ハ
イ

タ
ッ
チ
し
な
が
ら
退
場
し
ま
し
た
。
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レ
ヱ
ル
・
ロ
マ
ネ
ス
ク
展  

開
幕

人
吉
・
球
磨
の
活
性
化
へ

球
磨
人
吉
を
舞
台
に

　

３
月
20
日
、湯
前
ま
ん
が
美
術

館
で「
レ
ヱ
ル
・
ロ
マ
ネ
ス
ク
展

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
」が

開
か
れ
、主
催
の
一
般
社
団
法
人

青
井
の
森
外
苑
街
づ
く
り
協
会

の
森
下
晶ひ

か
る

代
表
副
理
事
や「
レ

ヱ
ル
・
ロ
マ
ネ
ス
ク
」原
作
者
の

進し
ん
こ
う
ひ
ょ
う

行
豹
先
生
、長
谷
和
人
町
長

な
ど
、約
20
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

レ
ヱ
ル
・
ロ
マ
ネ
ス
ク
は
鉄

道
車
両
の
運
転
制
御
用
人
型
モ

ジ
ュ
ー
ル「
レ
イ
ル
ロ
オ
ド
」た
ち

が
沿
線
地
域
の
魅
力
発
信
や
グ
ッ

ズ
開
発
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
方
法

で
鉄
道
復
興
に
励
む
物
語
。「
隈
元

県
御お

ひ
と
よ
し

一
夜
市
」を
主
な
舞
台
と
し

て
い
て
、球
磨
人
吉
を
モ
デ
ル
と

し
た
風
景
が
多
数
登
場
す
る
こ
と

で
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
ち
の
活
性
化
へ

　

森
下
代
表
副
理
事
は「
く
ま
川

鉄
道
が
全
線
開
通
に
向
け
て
着
実

に
前
へ
進
む
中
で
、人
吉
と
湯
前
、

双
方
の
終
着
点
で
い
ち
早
く
企
画

展
の
準
備
が
で
き
た
こ
と
に
実
感

が
沸
い
て
い
る
。多
く
の
皆
さ
ん

に
支
え
ら
れ
、開
催
す
る
こ
と
が

で
き
た
。私
た
ち
の
美
し
い
故
郷

が
、ロ
マ
ネ
ス
ク
の
話
そ
の
ま
ま

に
未
来
へ
発
展
し
て
い
く
過
程
の

目
撃
者
と
な
っ
て
ほ
し
い
」、長
谷

町
長
は「
本
展
覧
会
を
き
っ
か
け

に
、作
品
の
世
界
観
や
鉄
道
の
魅

力
、地
域
の
つ
な
が
り
を
再
発
見

し
て
ほ
し
い
。さ
ら
に
、本
展
覧
会

の
開
催
が
く
ま
川
鉄
道
の
復
興
や

本
町
の
活
性
化
に
つ
な
が
っ
て
ほ

し
い
」と
あ
い
さ
つ
を
し
ま
し
た
。

　

同
展
示
は
５
月
６
日
ま
で
開

催
。ロ
マ
ネ
ス
ク
の
世
界
に
浸
っ

て
み
ま
せ
ん
か
。

1_ セレモニーを記念してテープカッ

ト 2_ 会場には多くの展示物が飾られ

ている 3_ 進行豹先生の説明に耳を傾

ける ２

１

３

関
係
機
関
と
と
も
に

　
ま
ち
は
２
月
16
日
に
防
災
訓
練

を
実
施
。消
防
団
や
各
自
主
防
災

組
織
、上
球
磨
地
域
介
護
事
業
所

連
絡
会
な
ど
に
参
加
を
呼
び
か

け
、約
２
０
０
人
で
有
事
の
と
き

の
動
き
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
訓
練
の
主
な
目
的
は
、

①
防
災
体
制
の
実
効
性
や
関
係
機

関
と
の
連
携
の
確
認
②
災
害
対
応

能
力
の
向
上
の
２
つ
。役
場
は
避

難
所
の
開
設
と
運
営
を
、消
防
団

と
自
主
防
災
組
織
は
住
民
の
安
否

確
認
を
、上
球
磨
地
域
介
護
事
業

所
連
絡
会
は
避
難
所
で
の
ア
セ
ス

メ
ン
ト
支
援
と
福
祉
避
難
所
の
開

設
を
中
心
に
訓
練
に
取
り
組
み
ま

し
た
。

「
共
助
」の
課
題
は
？

　
今
回
は
震
度
６
弱
の
地
震
が
発

生
し
、家
具
の
転
倒
や
倉
庫
な
ど

の
倒
壊
、道
路
や
水
道
施
設
な
ど

の
被
害
が
発
生
し
て
い
る
と
い
う

想
定
で
訓
練
を
ス
タ
ー
ト
。消
防

団
と
自
主
防
災
組
織
は
公
民
分
館

で
合
流
し
た
後
、住
民
宅
を
実
際

湯
前
町
防
災
訓
練

防
災
力
向
上
を
目
指
し
て

に
訪
問
し
て
安
否
を
確
認
し
ま
し

た
。確
認
の
結
果
を
名
簿
と
照
ら

し
合
わ
せ
、安
否
確
認
で
き
た
人

数
・
で
き
な
か
っ
た
人
数
な
ど
、

く
わ
し
く
情
報
を
整
理
。電
話
や

無
線
機
で
災
害
対
策
本
部（
役
場
）

に
報
告
し
、訓
練
を
終
了
し
ま
し

た
。終
了
後
は
地
区
ご
と
に
訓
練

を
振
り
返
り
。住
民
の
避
難
誘
導

や
不
在
の
と
き
の
連
絡
方
法
な
ど

課
題
を
確
認
し
、解
決
策
を
話
し

合
い
ま
し
た
。

身
を
守
る
た
め
の
知
識
・情
報

　
午
後
か
ら
は
農
村
環
境
改
善
セ

ン
タ
ー
で（
一
財
）日
本
気
象
協
会

気
象
予
報
士
、尾
花
麻
美
を
講
師

に
招
き
、九
州
で
発
生
し
た
大
雨

災
害
や
本
町
で
の
大
雨
の
特
性
、

大
雨
災
害
か
ら
身
を
守
る
た
め
に

必
要
な
こ
と
な
ど
を
話
し
て
も
ら

い
ま
し
た
。「
日
ご
ろ
か
ら
災
害
へ

の
備
え
を
十
分
に
し
て
お
く
こ

と
、こ
ま
め
に
気
象
情
報
を
確
認

し
て
早
め
の
避
難
や
対
策
を
心
が

け
る
こ
と
な
ど
が
大
切
」と
い
っ

た
話
に
、参
加
者
ら
は
耳
を
傾
け

て
い
ま
し
た
。

1_ 資料をもとに安否確認 2_ 避難所の受付では確認

事項をていねいに聞く3_ 講師の話に耳を傾ける

１

３

２
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国家を守るために
自衛官採用  自衛隊総合採用案内

自衛隊は、国の平和と独立を守るという使命の下、領土・領海・領空を守る活動、災害時の捜索や

救助・医療の対応、海外での国際平和協力活動など、さまざまなフィールドで活躍しています。

自衛隊の３つのミッション

自衛官に興味のある人は、熊本地方協力本部や人吉地域事務所

にお尋ねください。悩みや疑問を先輩自衛官が解決します。

問合先  人吉地域事務所  ☎0966（22）4704
ホームページ Ｘ（旧Twitter） Instagram
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　２月21 日、湯前小学校体育館で「認知症サポーター

養成講座」を開き、同校の５年生児童が参加しました。

　同講座は認知症の正しい理解や支援の大切さを学

び、認知症になっても安心して暮らせるまちをつくる

ために毎年開催。児童らは認知症に関する読み聞かせ

や講話を聞いた後、グループに分かれて「認知症がど

んな病気か」「認知症の人のために自分たちができるこ

と」などを話し合い。グループごとに発表して認知症に

ついての理解を深めました。

　講座を終えて、有馬澪
みお

さん（野中田２）は「グループ

ワークを通して、認知症の人がどのように過ごしてい

るか分かった。自分たちができることとして、認知症の

人と会ったときは優しく接することを心がけていきた

い」と話しました。

まちのできごとTopics

科学技術に触れるきっかけに
プログラミング講座

１

２

　２月22・23 日、熊本高等専門学校が主催するプログ

ラミング講座が農村環境改善センターで開かれ、町内

外から80 人の小中学生が参加。同校の学生15 人が講

師となり、訪れた子どもたちに優しく、分かりやすくプ

ログラミングを教えました。

　同講座は都市部に比べて科学技術に触れる機会が少

ない地方の小中学生に、さまざまな体験をしてもらい

たいと開かれているものです。今回は①「トイドローン

をプログラミングしてみよう」②「球形ロボットで図形

を描いてみよう」③「じゃんけんロボットをプログラミ

ングしてみよう」を体験。ゲームの感覚で高度な技術に

触れられる貴重な体験となりました。

　講座に参加した豊後真央さん（湯前小３年＝下里）は

「講師の皆さんが優しく分かりやすく教えてくれたの

で楽しかった。ドローンが指示通りに動いてコースを

クリアできたときはうれしかった」と話しました。

人としてできることを
認知症サポーター養成講座

1_ グループで話し合ったことをていねいに発表 2_ オレンジリ

ングとカードを持って記念撮影

地域と学校、家庭をつなぐ活動
地域学校協働活動

1_ グループで協力して完成 2_

分量のコツを伝授 3_ 保護者と

一緒に試行錯誤 4_ 雪だるまマ

フィンにメッセージを添えて

　学校と地域のつながりを担っている地域学校協働本

部。湯前中学校から要請があり、３月14 日に同校２年

生の調理実習を支援しました。

　作ったのは「雪だるまマフィン」。授業参観というこ

ともあり、生徒は保護者の分も作りました。分量で味が

変わるため、慎重に計量。支援員の指導の下、ふっくら

したマフィンができ上がりました。オーブンで焼いて

いる間にはマシュマロを使って雪だるまを作製。でき

たてのマフィンに感謝のメッセージを添えて、保護者

にプレゼントしました。

　椎葉希
の ぞ み

望美さん（古城）は「失敗もしたけれど、分量

のコツや作り方などを学ぶことができて楽しく作るこ

とができた。家族にもおいしく食べてほしい」、生徒手

作りのマフィンを食べた保護者は「愛情がこもったマ

フィンとメッセージに感動した。調理している姿を間

近で見ることができてうれしかった」と話しました。

１

３

３

1_ 初めてのドローン操作に悪

戦苦闘する参加者 2_ タブレッ

トを使って図形を描く 3_ ド

ローンの仕組みを優しく説明

発祥地  沖縄で堂々とした演技を披露
世界エイサーシップ2025

1_ 大勢の観客を前に力強い演技を披露 2_「はい、シーサー」の

ポーズで撮影

　２月22・23 日、くくる糸満（沖縄県糸満市）で「世界

エイサーシップ2025」が開かれ、本町を拠点に活動し

ている「創作エイサー団体  慈琉」の指導者や子どもた

ちなど、計17 人が堂々とした演舞を披露しました。

　沖縄や全国、海外の創作エイサー団体が一堂に会す

る祭りで、22 日の前夜祭と23 日の本祭で計38 団体が

個性あふれた演技を披露し、会場を沸かせました。

　大きな舞台を前に緊張を隠せない子どもたちでした

が、力添えをくれた人への感謝の気持ちを胸に、エイ

サーが好きな気持ちを体いっぱいに表現することがで

きました。

　10 年間続けている石井杏奈さん（湯前中２年＝上里

1）は「憧れの沖縄で披露することができてうれしかっ

た。もっと良いものを皆さんに届けることができるよ

うに基礎や練習を頑張りたい」と話しました。

１

２

２ ４

１

２
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１

２

Topics

湯前を熱く語る
ゆのまえ若者会議  講演会

1_ 講師の声に耳を傾ける参加者 2_ オンラインを通して本町の

展望を語る大熊代表取締役

　３月17 日、湯前町中央公民館多目的室で「ゆのまえ

若者会議講演会」を開き、長谷和人町長をはじめ、町内

の農業や商工業関係者など20 人が参加しました。

　株式会社i
イ ロ ハ

roha. の大熊勇樹代表取締役が「今後の湯

前町の展望について」と題してオンラインで講演。関係

人口を増やすために本町で取り組んでいることやほか

の都市ではできない体験を実現していくこと、本町の

事業者に伝えたいことを語りました。

　会議に参加した工藤祐二さん（28 ＝中里１）は「これ

からの湯前をどのように工夫していけば人口増加につ

ながるか、どのように課題を改善していくか、具体的に

話を聞くことができた」と話しました。意見交換会では

参加者同士で本町の今後を熱く語りました。

１

２

　３月２日、せきれい館（あさぎり町）で「人吉球磨地区

自衛隊入隊予定者激励会」が開かれ、人吉球磨地区内の

入隊予定者13 人のうち、11 人が参加。長谷和人町長や

入隊者の家族が見守る中、入隊者は一人一人決意の言

葉を述べました。

　激励会は自衛隊家族会人吉球磨地区連絡協議会（井

上朋和会長）が主催。本町からは永田悠大さん（18 ＝上

里３出身）が参加しました。

　井上会長は「厳しい訓練が待ち構えているが、乗り越

えて一人前の自衛官となり、各地で国を守ってほしい」

とあいさつ。永田さんは「今まで支えてくれた皆さんへ

恩返しができるように、強い意志を持って困難な訓練

を乗り越え、立派な自衛官になれるように頑張りたい」

と決意の言葉を述べました。

　激励会後は市町村ごとに家族会の会員と写真撮影。

基地に旅立つ入隊者にエールを送りました。

まちのできごと

まちの発展に貢献
的場敏美氏に高齢者叙勲

１

　３月21 日、役場町長室で高齢者叙勲伝達式を開き、

長谷和人町長が受章者の妻、的場久美さんに勲章と勲

記を手渡しました。

　同章は地方自治の発展に貢献したとして、88 歳に

なった功労者に内閣総理大臣から贈られるもの。的場

さんは町議会議員を23 年間務め、湯前町議会厚生文教

常任委員会委員長や湯前町議会運営委員会委員長など

を歴任しました。

　勲章と勲記を受け取った的場久美さんは「夫が永年

議員を続けて、まちの発展に貢献したことが表彰され

てうれしい。本人も喜んでいるので、早く勲章と勲記を

見せたい」と話しました。

訓練を乗り越え、立派な自衛官に
人吉球磨地区自衛隊入隊予定者激励会

1_ 本町出身者や家族と一緒に 

2_ 力強く決意を述べる永田さん 

3_ 入隊者みんなでガッツポーズ

して、互いにエールを送る

勲章と勲記を持つ的場さんと長谷町長

１

２

３

体験活動を通して学ぶ
湯前町子ども会育成者連絡協議会

1_ 恐竜の模型をバックに記念

写真 2_ 展示物の大きさにびっ

くり 3_ 講師の説明に耳を傾け

る 4_ 金づちを使って発掘体験

　３月20 日、湯前町子ども会育成者連絡協議会の体験

活動で小学生23 人と保護者が御船町恐竜博物館に行

きました。

　同協議会は自然と共生しながら、文化と伝統を築き

上げていくために、体験活動を通して子ども会活動の

育成に努めている。今回は「恐竜」というテーマを通し

てキーホルダー作りや展示見学、地層見学、化石発掘体

験などをしました。

　活動に参加した荒嶽紅
く れ は

華さん（湯前小４年＝上里１）

は「昔、恐竜が本当にいたことが分かって良かった」、竹

中美
み こ

湖さん（同５年＝馬場）は「みんなとキーホルダー

を作るのが楽しかった。博物館に行って昔の恐竜の羽

根など、とても細かくてビックリした」、河本悠
ゆ う と

斗さん

（同６年＝中猪）は「博物館ではいろいろな恐竜の骨や

形を観察することができた。発掘体験では友達と協力

して、とても楽しかった」と話しました。

１

２ ４

３
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※
外
城
士
…
外
城
に
住
む
武
士
。外
城
と

は
、人
吉
藩
の
中
で
知
行
取
の
武
士
が
居
住

し
た
と
こ
ろ

History

教育課 学芸員  松村 祥
しょうじ

志

湯
前
歴
史
散
歩

普
門
寺
の
は
な
し
④

普
門
寺
の
う
わ
さ

　
ま
ず
普
門
寺
と
金き

ん
ろ
く六

な
る
者
が

懇ね
ん
ごろ

の
間
柄
で
あ
っ
た
こ
と
が
記

さ
れ
て
い
ま
す
。金
六
と
い
う
人

物
、「
覚
書
控
」に
は
金
六
と
し
か

記
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、ほ
か
の

史
料
か
ら
的
場
仁
兵
衛
と
同
じ
く

湯
前
の
外そ

と
じ
ょ
う
し

城
士
で
あ
っ
た
樅
木
金

六
の
こ
と
と
思
わ
れ
ま
す
。知
行

三
十
石
を
与
え
ら
れ
、藩
主
の
江

戸
参
勤
の
お
供
や
庄
屋
役
な
ど
を

勤
め
た
人
物
で
す
。老
年
は
経
済

的
に
楽
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
、

普
門
寺
か
ら
借
金
を
し
て
い
ま
し

た
。そ
の
た
め
普
門
寺
の
機
嫌
を

損
ね
て
は
暮
し
て
い
く
こ
と
も
で

き
な
い
の
で
懇
ろ
に
し
て
い
る
と

う
わ
さ
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。

　
金
六
に
は
七し

ち
や弥

と
い
う
次
男
が

い
ま
し
た
。貧
し
い
の
で
分
家
さ

せ
ら
れ
ず
に
い
た
と
こ
ろ
、普
門

寺
が
田
畑
屋
敷
・
家
財
道
具
の
世

話
を
し
、米
や
銭
ま
で
貸
し
与
え

た
上
、普
門
寺
の
年
貢
収
納
や
年

末
の
算
用
の
仕
事
を
七
弥
に
依
頼

普
門
寺
は
明
治
に
廃
寺
に
な
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、ま
と
ま
っ
た
史
料
に
恵
ま
れ
ま
せ
ん
。そ
ん
な
中『
水
上
村
史
』に
は
、文
化
14
年（
１
８
１
７
）に
的
場
仁に

へ

え
兵
衛
が
書
き

残
し
た「
覚

お
ぼ
え
が
き
ひ
か
え

書
控
」と
い
う
史
料
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。的
場
仁
兵
衛
は
湯
前
居
住
の
外※

城
士
で
す
。「
覚
書
控
」に
当
時
の
普
門
寺
に
関
す
る
う
わ
さ
な
ど
が
記
録
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

普門寺観音堂

し
ま
し
た
。七
弥
は
仕
事
を
引
き

受
け
、さ
ら
に
金
六
の
孫
娘
の
ぶ

を
嫁
に
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。七
弥
か
ら
見
れ
ば
姪
と
結
婚

し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、当
時

は
こ
の
よ
う
な
こ
と
も
あ
っ
た
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

と
こ
ろ
が
、の
ぶ
は
女
の
身
で

普
門
寺
ヘ
頻
繁
に
出
入
り
を
し
て

い
た
よ
う
で
す
。当
時
、僧
侶
は
基

本
的
に
妻
帯
で
き
な
か
っ
た
の

で
、普
門
寺
に
女
性
が
頻
繁
に
出

入
り
し
て
い
る
と
う
わ
さ
に
な
っ

て
い
た
よ
う
で
す
。七
弥
は
普
門

寺
へ
の
出
入
り
を
き
つ
く
差
し
止

め
ま
し
た
が
、の
ぶ
は
言
う
こ
と

を
き
か
な
か
っ
た
よ
う
で
、結
局

の
ぶ
と
離
縁
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。す
る
と
普
門
寺
は
七
弥
へ

世
話
を
し
た
田
畑
屋
敷
や
道
具

を
取
り
上
げ
る
と
言
い
出
し
、貸

し
て
い
た
米
や
銭
も
返
す
よ
う

に
言
っ
て
き
ま
し
た
。困
っ
た
七

弥
は
的
場
仁
兵
衛
に
相
談
し
ま
し

た
。的
場
仁
兵
衛
は
地
域
の
有
力

者
で
顔
役
的
な
存
在
だ
っ
た
と
思

わ
れ
ま
す
。七
弥
と
の
ぶ
の
い
ざ

こ
ざ
は
普
門
寺
が
絡
ん
で
、か
な

り
こ
じ
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。仁

兵
衛
は
庄
屋
と
相
談
し
て
、内
々

に
済
む
よ
う
に
取
り
計
ら
っ
た
と

い
う
こ
と
で
す
。

　

推
測
す
る
に
、普
門
寺
住
職
と

の
ぶ
は
以
前
か
ら
関
係
が
あ
り
、

普
門
寺
は
の
ぶ
を
七
弥
の
嫁
に
し

て
七
弥
を
支
援
す
る
建
前
で
、実

質
は
の
ぶ
に
対
す
る
援
助
を
し
て

い
た
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

的
場
仁
兵
衛
は
七
弥
の
話
を
聞

い
て
、普
門
寺
に
関
す
る
世
間
の

取と
り
ざ
た

沙
汰
が
事
実
だ
っ
た
の
だ
と
思

い
当
た
っ
た
と
記
し
て
い
ま
す
。普

門
寺
と
の
ぶ
の
関
係
は
公
然
の
秘

密
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す

濱
川  

薫（
福
寿
荘
）

久
保
田  

正
和（
野
中
田
３
）

樅
木  

ス
エ（
古
城
）

井
手  

靜
枝（
上
里
１
）

長
谷  

道
子（
上
村
）

人
口
＝
３
４
２
２
人

（
男
＝
１
６
２
１  

女
＝
１
８
０
１
）    

世
帯
＝
１
５
０
８
世
帯  

※
２
月
28
日
時
点

香
典
返
し

野
中  

若
治  （
上
里
３
）

樅
木  

忠
雄（
古
城
）

井
手  

英
一
郎（
上
里
１
）

柿
川  

憲
明（
下
村
）

卒業の門出を祝う
手作りストラップをプレゼント

1_ 代表者にストラップが手渡される 2_ みんなで記念写真を

撮ってにっこり

　３月13 日、地域活動支援センターかぼちゃの家（上

里３）が、卒業をひかえる湯前小学校の６年生児童に手

作りストラップをプレゼント。同センターは毎年、小学

校卒業を祝って手作りストラップを贈っています。ス

トラップのモチーフは幸福の象徴「フクロウ」。６年生

を代表して荒木陽
ひまわり

葵さん（野中田３）と石井亜実さん

（上里１）が受け取りました。同センターで所長を務め

る東明美さん（62 ＝中里２）は「卒業おめでとう。いろ

いろなことがあると思うけれど、これからも勉強にス

ポーツに頑張って」とエールを送りました。

１

２

まちのシンボルへ
肥後銀行湯前支店が町内に桜を植樹

1_ 長谷町長に目録を渡す平支

店長 2_ 植樹を終えて桜が咲く

のを楽しみにしている

　ことし創立100 周年を迎える肥後銀行は、県内全市

町村で記念植樹を行っています。本町では３月18 日に

湯前支店長の平
たいら

英志さんが長谷和人町長に目録を手渡

し、同21 日には湯前まんが美術館前に桜の木を植樹。

　平支店長は「肥後銀行創立100 周年記念事業として

植樹させてもらった。地域の皆さんへの感謝の気持ち

やともに一緒に成長していきたいという思いを込めて

桜の木を選んだ。地域の皆さんにも桜が咲いた姿を見

てもらいたい」と話しました。

１

人
の
う
ご
き（
２
月
）

１

２
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髙橋 颯
さ つ き

希  隊員 中尾 章太郎  学芸員

　3 月20 日に、湯前まんが美術館特別展示室で開幕した「レヱル・

ロマネスク展＠湯前まんが美術館」。開幕日には会場でオープニング

セレモニーが執り行われ、会場に詰めかけたファンやゲストの皆さ

んに向けて、長谷和人町長が歓迎のあいさつをしました。セレモニー

終了後は「レヱル・ロマネスク」の原作者・シナリオライターである

進
しんこうひょう

行 豹先生のギャラリートークが開かれました。

　３月22・23 日にかけては、鉄道模型（N ゲージ）の無料運転体験

会を開催。町内からもたくさんの子どもたちが集まり、本物そっくり

の鉄道模型が線路を走る様子を、目を輝かせて見守っていました。　

23 日には「湯前まんが美術館  さくらまつり」を開催。湯前町商工会

青年部や町内外の事業者の協力による飲食物販売と、本展を主催す

る（一社）青井の杜外苑街づくり協会と本館による、さまざまなもの

づくり体験ブースが設置され、多くの人でにぎわいました。

　残すところ１カ月あまりの会期の中でも「レヱル・ロマネスク展」

ならではのイベントを開催します！最新の情報は、湯前まんが美術

館ホームページやSNS をご覧ください。

まんが美術館に収蔵されている那須先生の作

品画像を無料で利用できます。利用したいと

きは申請書を教育課に提出してください。く

わしくは教育課に問い合わせるか、まんが美

術館ホームページで確認してください 

 　      教育課  ☎0966（43）2050

那須先生の作品画像を無料で利用可能！

▲HP・SNS でまんが美術館の最新情報を発信中。ぜひご

覧ください！  SNS アカウント： @yunomae_manga

ホームページ Ｘ（旧Twitter） Instagram

『ロッキード行革百鬼夜行』

Information

NEWS ２

好評開催中
レヱル・ロマネスク展＠湯前まんが美術館

学芸員と地域おこし協力隊が湯前まんが美術館の旬な情報をお届けMANGA NEWS

Pickup

広報湯前 良輔アーカイブ展

那須先生の魅力あふれる作

品をピックアップ！

『からす＜Ⅱ＞』 故  那須 良輔  先生

自民党内の限りなき内紛は国民の目に、ようやく保

守党は「白いひつぎ」をかつぎ出した、という印象を

あたえだした。病人の鳩山、重光、老人の三木、大野、

大麻、黒い衣の一団は日本政治の坂道をよろめきな

がらおりてくる。どこかでからすの群が不吉なざわ

めきの声を立てているようだ。きこえたか、あの声―

那須良輔  『吉田から岸へ』（毎日新聞社,1959 年,P74）

那須先生のことば

NEWS １

明治・大正・昭和に活躍した漫画家をピックアップ
巡回展「これが漫画！展」

　５月24 日より、本館と３
※

館の公立博物館・美術館が共同で

企画した巡回展『これが漫画！展  日本の漫画を創った時代

～楽天・隆一・良輔～』を開催します。明治以降の日本の漫画

文化の歴史と変化を、漫画家たちの「集まり」という観点で紹

介する、初の展示です。

　本展では主に３人の漫画家の活躍を取り上げます。

①明治～昭和にかけて活躍した、風刺漫画雑誌『東京パック』

の創刊者・北沢楽天

②昭和の大人気シリーズ『フクちゃん』の作者であり、「漫画

集団」の設立者・横山隆一

③本町出身で、戦後の風刺漫画文化の発展に大きく貢献した

那須良輔

　激動の時代を生きた３人がどのように漫画家として活躍

したのか、各館が収蔵する貴重な資料とともに紹介します。

どうぞお楽しみに！
※合志マンガミュージアム（合志市）、横山隆一記念まんが館（高知県高知市）、

勝央美術文学館（岡山県勝田郡勝央町）

展示予定作品・那須良輔『麻雀』

Information

展示予定作品・横山隆一『フクチャン』

展示予定作品・北沢楽天『楽天慢像』

【湯前町まんが美術館】

〈会　期〉  ５月24 日（土）～７月６日（日）

〈観覧料〉  大人300 円  中学生以下100 円

　　　　  未就学児無料  ※湯前町民は無料

【レヱル・ロマネスク展＠湯前まんが美術館】

〈場　所〉  湯前まんが美術館

〈会　期〉  ５月６日（火）まで

〈観覧料〉  大人300 円  中学生以下100 円

　　　　  未就学児無料  ※湯前町民は無料

〈グッズ販売情報〉  
※グッズはいずれも会場限定・数量限定での販売と

なります。品切れ・入荷待ちのときがありますので、

ご了承ください。グッズ類の転売を固く禁じます。

ポストカード  200 円（税込）

すずしろキラキラステッカー  500 円（税込）

【合志マンガミュージアム】

〈会　期〉  ８月１日（金）～28 日（木）

【横山隆一記念まんが館】

〈会　期〉  ９月20 日（土）～11 月３日（月）

【勝
しょうおう

央美術文学館】

〈会　期〉  11 月14 日（金）～30 日（日） 鉄道模型体験では多くの来場者が模型に触れる

この作品は実際の紙面のみの

掲載とさせていただきます。
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Recipe  セイロ蒸とつけだれのレシピ
【つけだれ２種類】  ※４人分

○にんにくごまだれ

市販のゴマダレドレッシング…大さじ４    

おろしにんにく…小さじ１  すりごま…

小さじ２  酢…小さじ２  濃口しょう油…

大さじ１
※ふた付きのビンに材料をすべて混ぜあわせる

○中華だれ

みじん切りしたしょうが…小さじ１杯分    

みじん切りしたねぎ…小さじ２杯分  す

りごま…小さじ２  ごま油…小さじ２  濃

口しょう油…大さじ４  みりん…大さじ１
※鍋に調味料を入れて、沸騰させて火を止める。粗熱

をとったら薬味を加える

【作り方】

①野菜・肉・魚・魚介類を準備する

②葉物野菜を底に敷く(肉や魚などの脂や

水分がでるため)

③好みの野菜を並べる

④鍋にお湯を沸かし、沸騰したらセイロ

をのせて火が通るまで蒸す

管理栄養士  田中 朋子

蒸し料理はいかがですか

2,670
3,670
2,690

燃
え
な
い
ご
み

（kg）
980

  8,440

  8,750

リ
サ
イ
ク
ル
品

（kg）
－1330

15.59kg(先月から3.66kg 減)
※リサイクル品を除く２月の一人当たりのごみの量

粗
大
ご
み

（kg）
  500
   920

有
害
ご
み

（kg）

10
  0

燃
え
る
ご
み

（kg）

－9680

62,560
49,170
58,850

２月分

１月分

昨年２月分

栄 養・歯 科

暮らし・健幸

　４月は新生活のスタートなどで慌ただしく過ごすことが多くなる

と思います。食事の準備に時間をかけずにできる『セイロ』を使った

蒸し料理はいかがですか？

  7,420

本の世界 中央公民館図書交流棟  ☎0966（43）2050　【平日】８：30～17：00　【土日・祝】９：30～17：00

暮らし・健幸

みちづれの猫
唯川 恵(著) ・集英社

旅立つであろう猫を見送るために新幹線で金沢

に向かっていた。ふり返れば、いつもかたわらに

猫がいた。離婚して傷ついたとき、肉親を亡くし

たときなど、人生のさまざまな場面で猫に救わ

れてきた女性たちの心洗われる七つの物語。

あなたに あいたい
宮野 聡子(著) ・教育画劇

小さな休憩所の伝言板に「あいたい」の文字をみ

つけたうさぎ。こりすやくまくんと「だれに、あい

たいんだろう？」と話していると、いろんな動物

たちが雨宿りにやってきます。「あいたい」と強く

願う気持ちを描いた珠玉の絵本。 

保健師  野々原  亜紀

保 健 ４月２日は世界自閉症啓発デー

　全世界で自閉症を理解してもらうイベントが開かれ

ます。自閉症をはじめとする発
※

達障がいについて、広く

啓発する活動です。発達障がいという言葉を聞いたこ

とがある人は多いかもしれませんが、まだまだ誤解も

多く、悩みを相談することにためらう人もいます。診断

をされることよりも、本人の学び方や成長の仕方のた

めに、どんな支援が必要かを知ることが大事です。一人

でも多くの理解が本人や家族の支えになりますので、

気軽に保健師や身近な支援者にご連絡ください。

とのさま１ねんせい
長野 ヒデ子 本田 カヨ子 (著など) ・あすなろ書房

あの、おかしなとのさまが帰ってきた。とのさま

は、あそぶのだいすき。おべんきょうはだいきら

い。「1ねんせいはいやじゃ。1ねんせいになんて

なりたくない」困り果てたけらいたちは…クラス

が爆笑のうずに包まれる読み語り絵本。

４月の不燃物収集は

　　　   ２・16日（第１・３水曜日）です

環 境

おいしく食べられる 身近な野草・
雑草図鑑
岩槻 秀明 (著) ・ナツメ社

自然とのつながりを感じながら新たな食材を発

見して食卓に取り入れるためのガイドとして、ア

ウトドアや料理が好きな人にもおすすめです。新

しい食の世界を広げたい人にぴったりの１冊。

■「しつけ」や「教育」は本人の「努力不足」ではない

生まれつきや脳の情報処理方法に違いがあると推測さ

れている

■外見からはわかりにくい

行動の特徴などから診断されるため、行動や態度で自

分勝手や変わった人と見られてしまうことがある。本

人なりに頑張っても失敗が続いたり叱責されるときが

増え、自分へのイメージが否定的になるときもある

■発達障がいは、発達の仕方に違いがある

脳の情報処理方法に違いがあり、成長発達しないので

はなく、ほかの人とは違う学び方がある

県内のイベント情報
○自閉症啓発デーin 宇城

〈日　時〉  ４月２日（木）  10:00 ～17:00

〈場　所〉  イオンモール宇城

　　　　  イベントスペース

〈内　容〉  発達障がいに関する書籍

　　　　  グッズやパネル展示・疑似体験

○発達障がい啓発イベントin 八代

〈日　時〉  ４月６日（日）  10:00 ～、13:15 ～

〈場　所〉  八代市立図書館本館  大集会室

〈内　容〉  映画上映会 「ノルマル17 歳。- わたしたち

　　　     はADHD-」

〈定　員〉  各30 人  ※当日先着順

※「自閉症、アスペルガー症候群、その他広汎性発達障害、学習障害、注

意欠陥多動性障害その他これに類する脳機能障害であって、その症状

が通常低年齢において発現するもの」と定義。

■セイロ蒸の利点

①栄養成分の保持

沸騰させたお湯の蒸気で食材を加

熱するため、ゆで調理で損失しやす

い水溶性のビタミンやミネラルが

失われにくくなる

②調味料を控えめに

蒸すことで野菜の持つうまみや甘みをしっかりと味わうことができ

るため、調味料を減らすことができる

③食感の良さ

蒸し料理は食材の水分を残しながらほどよく加熱調理ができるた

め、しっとりとしたやわらからさを保つ

④消化の良さ

やわらかく蒸した野菜は消化しやすくなる 

⑤低カロリー

調理に油を使わないので、カロリーを抑えられる

※参考・引用元：熊本県南部発達障がい者支援センター「わるつ」HP

　パソコンは法律に基づいた処理が必要で、ごみの収集やクリーン

プラザへの持ち込みはできません。処分するときはメーカーや買い

替えで利用した店、処分するパソコンを購入した店に引き取りを依

頼してください。

　本町ではリネットジャパンリサイクル（株）と連携して、宅配便で

パソコンを含む小型家電の自宅回収を行っています。くわしくはQR

コードを読み取るか「リネットジャパン」で検索してください。
※周辺機器（プリンタ・スキャナ・ワープロ・マウス・キーボード・スピーカー・ケーブル）

は燃えないごみで出してください

パソコン処分は宅配回収サービスを

■料金  ※箱の大きさは３辺の長さの合計が140㌢以内。重さは20㌔以内

パソコンが含まれている

　→１回の回収で１箱まで送料無料

パソコンが含まれていない

　→送料１箱1600円（税抜） リネットジャパン

※セイロがないときは、鍋の底にお皿を逆さまに置いて置台とし、熱に強い金ザルを乗

せるだけで簡単に蒸し器の代用品になります。

16Yunomae Apr_202517 Yunomae Apr_2025
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B&Gだより
　令和７年度のスポーツ行事や大会の開催について、次の日程を予

定しています。天候など都合により、中止や日程が変更となるときが

あります。

令和７年度  町体育行事など開催について

地域学校協働本部

私たちは湯前町民であることに誇りを持ち、豊かで明るく住みよい町にするために町
民憲章をここに定めます。

町民憲章

一.健康で心豊かなまちをつくりましょう

一.平和・勤勉・明朗なまちをつくりましょう

一.自然を人を郷土を愛するまちをつくりましょう

一.活力があり未来あるまちをつくりましょう

Town's People Charter 

撮影場所  湯前保育園

４月の表紙

３月15日に開かれた湯前保育園の
卒園式。途中涙する卒園児もいまし
たが、最後は保護者や保育士と笑顔
でハイタッチして退場。小学生での
新たな生活が始まります。

みんなありがとう

地
域
学
校
協
働
活
動

地
域
の
力
を
学
校
へ

５月25 日（日）

第60 回春季球技大会

地
域
学
校
協
働
本
部
と
は

　
令
和
元
年
度
に
設
置
し
た
組
織

で
、学
校
の
教
育
活
動
を
支
援
す

る
た
め
に
、地
域
住
民
の
学
校
支

援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
と
の
参
加

を
調
整
す
る
、地
域
に
作
ら
れ
た

学
校
の
応
援
団
の
こ
と
で
す
。

学
校
・地
域
の
連
携

　
幅
広
い
地
域
住
民
の
参
画
を
得

て
、地
域
全
体
で
子
ど
も
た
ち
の

学
び
や
成
長
を
支
え
る
と
と
も
に

「
学
校
を
核
と
し
た
地
域
づ
く
り
」

を
目
指
し
て
、地
域
と
学
校
が
互

い
に
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
連
携
・

協
働
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
し

て
い
く
も
の
で
す
。

今
後
求
め
ら
れ
る
も
の

　
本
部
で
は
子
ど
も
た
ち
を
支
援

す
る
活
動
を
継
続
し
て
い
き
ま

す
。「
一
人
の
百
歩
よ
り
百
人
の
一

歩
」と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。本
町
の

子
ど
も
た
ち
の
将
来
の
た
め
に
、

あ
な
た
の
一
歩
を
踏
み
出
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

B&G 海洋センター  安井 佳奈

婦人会だより
　２月１日、熊本市民会館で「熊本県交通安全母親活動

推進大会」「熊本県地域婦人会実践活動発表大会」が開

かれ、本町からは３人参加しました。大会では熊本県警

察本部からの講話や実践発表など、貴重な話を聞くこ

とができました。

地域婦人会 会長
苗床 由美

令和６年度の活動を振り返る

　 昨 年5 月18 日、上 天

草市松島センターで「熊

本県婦人会大会」が開催

され、県内の婦人会から

500 人以上が参加しまし

た。舞踊団花はなわらべ

童＆はつ喜きによる舞踊

が披露された後、全国女

７月21 日（月・祝）

水辺の安全教室・S
サ ッ プ

UP 体験会

６月１日（日）～９月30 日（火）

湯前町B&G 海洋プール開館

10 月５日（日）

第４回奥球磨駅伝競走大会

令和８年３月15 日（日）

第１回奥球磨女子駅伝競走大会

９月７日（日）

B&G 財団会長杯  第61 回秋季球技大会

10 月19 日（日）

第67 回湯前町民体育祭

性団体連絡協議会の櫻井会長が講演されました。

　昨年7 月12 日には理事の皆さんと個性あふれるパ

ンを作って、おいしく食べました。

職場体験

調理実習

伝統芸能継承活動

自転車点検

まち探検

ミシン学習
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INE町の木「ヒノキ」町の花「ツツジ」町の鳥「メジロ」町 章

心豊かで、活力があり、未来を創造する町

ゆのまえ

Y
U

N
O

M
A

E
4

　
２
月
23
～
26
日
に
本
町
で
合
宿

し
た
龍
谷
大
学
女
子
柔
道
部
。23

日
と
25
日
に
湯
前
中
学
校
柔
道
場

で
教
室
を
開
き
、小
中
学
生
と
汗

を
流
し
ま
し
た
。

　
同
大
学
の
合
宿
は
明
導
寺
住
職

で
柔
道
ク
ラ
ブ
の
監
督
を
務
め
る

藤
岡
教の

り
あ
き顕

さ
ん（
50
＝
上
里
３
）が

同
大
学
の
コ
ー
チ
を
務
め
て
い
た

こ
と
が
き
っ
か
け
で
平
成
17
年
か

ら
始
ま
り
、こ
と
し
で
20
周
年
。現

在
ま
で
数
多
く
の
小
中
学
生
が
練

習
に
参
加
し
、日
本
各
地
で
活
躍

し
て
い
ま
す
。

　
23
日
の
柔
道
教
室
で
は
部
員
に

作
法
や
技
の
コ
ツ
な
ど
、柔
道
の

楽
し
さ
を
伝
え
ま
し
た
。25
日
は

小
林
西
高
校（
宮
崎
県
）と
合
同
練

習
を
実
施
。途
中
か
ら
部
員
も
参

加
し
て
、大
学
生
と
一
緒
に
乱
取

り
を
し
ま
し
た
。部
員
は
練
習
や

交流を終えてにっこり

教
室
で
習
っ
た
こ
と
を
思
い
出
し

て
、い
ろ
い
ろ
な
技
に
挑
戦
。大
学

生
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
聞
き
な

が
ら
、楽
し
く
交
流
し
ま
し
た
。

　

教
室
に
参
加
し
た
藤
岡
彩さ

な南

さ
ん（
湯
前
小
４
年
＝
上
里
３
）

は
「
大
学
生
は
素
早
く
技
を
か
け

る
と
こ
ろ
が
す
ご
か
っ
た
。教
え

て
も
ら
っ
た
こ
と
を
練
習
や
試
合

で
生
か
し
た
い
」、黒
木
悠ゆ

う
り理

さ
ん

（
同
小
２
年
＝
上
里
３
）は「
大
学

生
と
練
習
し
て
、投
げ
る
姿
が
き

れ
い
だ
っ
た
」と
話
し
ま
し
た
。藤

岡
さ
ん
と
黒
木
さ
ん
の
兄
も
以
前

教
室
に
参
加
し
て
、同
大
学
の
選

手
に
憧
れ
を
抱
き
、現
在
は
龍
谷

大
学
で
柔
道
を
続
け
て
い
ま
す
。

交
流
が
さ
ら
な
る
高
み
を
目
指
す

要
因
と
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

20
年
続
く
交
流

龍
谷
大
学
女
子
柔
道
部  

小
中
学
生
と
交
流

積極的に技をかける


